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     深月ユリア（フリージャーナリスト） 

トランプによるブロック経済は 100年前の繰り返しになるか 

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 

【トランプの相互関税により世界が大パニック】 

 

米トランプ大統領が 4 月 2 日に相互関税の詳細を発表して以降、世界の金融市場は

大混乱に陥った。 

 

相互関税は米国の仮想敵国である中国に 34％かけたのは予想が出来る展開だった

が、EU に 20％、同盟国である日本に 24％、韓国にも 25％という奇想天外な数値だ

った。かねてよりトランプが親しくしていたといわれるプーチンとのディールなのか、ロシ

アには無税というのも批判の的になった。 

世界各地で株価が急落し、米メディア、ブルームバーグによると、3 日間で世界の株式

の時価総額が 10 兆ドル、日本円でおよそ 1478 兆円失われたという。 

しかし、4 月 7 日よりトランプ政権が予測していないことが起きた。大量の米国債が売り

に出され米国債の価格が暴落し、 金利が上昇したのだ。10 年ものの米国債の金利

は一時、4.5％を超えた。 

米債権な金利が上昇すると、大量の米債権を保有している銀行の財務状況が悪化

し、銀行が破綻してしまうおそれもある。 2023 年 3 月にシリコンバレーバンクが経営

破綻したのも金利上昇が原因だといわれる。 

 

トランプは 8 日の共和党議員を前にした演説では「(各国首脳は)どうか、どうか、取引

を成立させてください。何でもしますから」「彼らは我々に電話をかけてきて、私の尻に

キスをしている」と下品で大柄な態度を見せていたが、結局は銀行破綻による米国経

済崩壊を懸念したのか、9 日に異常な相互関税の 90 日間停止(報復関税を発表した

中国のみ 125％だが、他国は一律 10％)を発表した。 

 

米国債を売り、一時的にでも世界経済の混乱を沈静化させたのは何者なのか？ 

米国債の保有率ナンバーワンは日本、次は中国だ。 

ウォール街では「中国が売った」という噂も流れているが、米 FOX ニュースの報道によ

ると「日本の農林中金が売った」と推測されている。報道によると、農林中金は多額の

外債を保有している世界最大規模のファンドだが、2 兆円もの運用赤字があるという。

今回の米国債の暴落でバーゼル規制(自己資本率健全状態維持)に引っ掛かり、強制

決済状態になったのだとか。 
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【100 年前の歴史が繰り返すか】 

 

とはいえ、相互関税は中止ではなく、現状「延期」で今後、奇想天外な行動をするトラ

ンプがどんなカードを切るかは不明だ。 

現在の状況は 100 年前の第二次世界大戦前と類似しているように思う。 

1918 年に大流行したスペイン風邪は世界を恐怖に陥れた。1929 年に発生した世界

恐慌後、イギリスやフランスなど植民地を所有する大国は関税同盟を結び、他国にた

いしては高額な関税をかけた(ブロック経済)。しかし、それぞれの陣営で貿易戦争が

はじまり、各国でナショナリズムが強くなり政治が右傾化、ドイツではファシズムも台頭

し、世界大戦にまで発展してしまった。 

 

現在の状況を鑑みると、2019 年に発生した新型コロナはやはり世界を恐怖に陥れた。

世界経済の景気は思わしくなく、各国の金利引き下げ競争を基盤とした経済体制はい

つかは崩壊すると指摘されていた。そして、アメリカのトランプ政権をはじめ、イギリス、

アルゼンチン、イタリア、ドイツなど各国で右翼政党が支持を集めて、トランプの相互関

税政策はかつての「ブロック経済」を思い起こさせる。 

 

かつての歴史も現在も「経済不安があるが、自分たちは悪くない」「移民(ユダヤ)が悪

い」という排他主義が共通し、排他主義は戦争を正当化しやすい。 

日本国内では一部で台湾有事の危機が報じられているが、一触即発で危ぶまれてい

るのはイランとアメリカの戦争だろう。 

イランが独立国であるのはいうまでもないが、第一次トランプ政権は無人機による攻撃

でイラン革命防衛隊「コッズ部隊」のソレイマン司令官を殺害した。第二次トランプ政権

はイランの武装派勢力フーシ派を攻撃して、イランに核合意を迫り、従わなければイラ

ンを攻撃する可能性を示唆し、対してイランは核の力で対抗する可能性を表明してい

る。 

ウクライナ侵攻において侵略者プーチンに歩み寄っているのも、イランの友好国であ

るロシアにイランとの戦争を邪魔して欲しくないからウクライナ停戦交渉においても相

互関税でもロシアをたてる、いう裏取引があると考えるのは拙速だろうか。 

何にせよ、新たな戦争が勃発しなければ良いのだが。 

 

ユリア記 

 


